
地
方
財
政
委
員
会
（
委
員
長
�

岡
﨑
利
久
宿
毛
市
議
会
議
長
）
は

7
月
18
日
、
ル
ポ
ー
ル
麹
町
で
第

1
4
6
回
委
員
会
を
開
催
し
た
。

冒
頭
、
岡
﨑
委
員
長
が
大
阪
北

部
地
震
、
平
成
30
年
7
月
豪
雨
災

害
か
ら
の
一
日
も
早
い
復
旧
・
復

興
に
つ
い
て
述
べ
た
後
、
「
地
方

財
政
対
策
で
は
、
引
き
続
き
の
一

般
財
源
総
額
の
確
保
を
、
地
方
税

制
で
は
、
拡
充
強
化
、
税
源
の
偏

在
性
が
小
さ
く
税
収
が
安
定
的
な

体
系
の
構
築
な
ど
を
強
く
求
め
て

い
く
」
と
挨
拶
。
続
い
て
、
地
財

委
担
当
副
会
長
の
森
山
享
大
副
会

長
（
桐
生
市
議
会
議
長
）
か
ら
、

「
副
会
長
の
立
場
で
地
方
税
財
源

の
充
実
確
保
な
ど
に
全
力
で
取
り

組
む
」
と
挨
拶
が
あ
っ
た
。

協
議
で
は
、
「
平
成
31
年
度
地

方
税
財
政
対
策
に
関
す
る
要
望

書
」
「
東
日
本
大
震
災
に
関
す
る

要
望
書
」
を
原
案
の
通
り
決
定
。

「
平
成
31
年
度
地
方
税
財
政
対
策

に
関
す
る
要
望
書
」
は
、
地
方
税

財
政
対
策
に
つ
い
て
作
成
し
た
7

項
目
か
ら
成
る
（
要
望
項
目
概
要

を
下
掲
）
。
「
東
日
本
大
震
災
に

関
す
る
要
望
書
」
は
2
0
5
5
号

2
面
参
照
。

講
師
で
招
い
た
川
窪
俊
広
・
総

務
省
自
治
税
務
局
企
画
課
長
が

「
地
方
税
制
の
動
向
と
課
題
に
つ

い
て
」
と
題
し
て
説
明
。
森
林
環

境
税
（
仮
称
）
に
つ
い
て
「
全
市

区
に
財
源
が
行
く
た
め
、
使
い
道

の
議
論
を
し
て
ほ
し
い
」
と
話
し

た
。
ま
た
、
ゴ
ル
フ
場
利
用
税
や

車
体
課
税
な
ど
「
現
在
あ
る
税
に

つ
い
て
は
何
と
か
守
っ
て
い
き
た

い
。
地
方
の
皆
様
の
協
力
を
お
願

い
し
た
い
」
と
話
し
た
。

教
育
無
償
化

国
と
地
方
で
負
担

次
に
、
大
沢
博
・
総
務
省
自
治

財
政
局
財
政
課
長
が
「
地
方
財
政

を
め
ぐ
る
最
近
の
動
向
に
つ
い

て
」
と
題
し
て
説
明
。
一
般
財
源

総
額
に
つ
い
て
「
2
0
1
9
年
度

か
ら
21
年
度
ま
で
の
3
年
間
は
2

0
1
8
年
度
を
下
回
ら
な
い
よ
う

実
質
同
水
準
を
確
保
す
る
。
安
定

的
運
営
を
し
て
い
く
と
い
う
政
府

の
意
思
が
示
さ
れ
た
」
と
話
し
た
。

2
0
1
9
年
10
月
か
ら
全
面
実

施
を
目
指
す
幼
児
教
育
の
無
償
化

で
は
「
地
方
自
治
体
も
応
分
の
負

担
を
す
る
こ
と
に
な
る
。（
無
償
化

の
財
源
で
あ
る
）消
費
税
増
税
分

は
地
方
に
も
入
る
の
で
、
国
と
地

方
で
出
し
合
っ
て
無
償
化
す
る
こ

と
に
な
る
。
負
担
割
合
を
年
末
に

か
け
て
決
め
、
自
治
体
の
財
源
不

足
が
な
い
よ
う
に
す
る
。
特
に
保

育
所
は
も
と
も
と
自
治
体
の
政
策

な
の
で
、
相
当
程
度
地
方
自
治
体

が
負
担
す
る
こ
と
に
な
る
と
思

う
」
と
述
べ
た
。

ま
た
、
市
町
村
役
場
機
能
緊
急

保
全
事
業
に
つ
い
て
「
平
成
32
年

度
ま
で
の
4
年
間
限
定
で
市
町
村

庁
舎
建
て
替
え
の
た
め
に
初
め
て

交
付
税
措
置
を
し
た
」
と
説
明
。

出
席
委
員
か
ら
の
「
延
長
し
て
ほ

し
い
」
と
の
発
言
に
は
、
「
32
年

度
で
事
業
が
終
わ
る
制
度
設
計
で

は
間
に
合
わ
な
い
と
の
声
も
多
く

聞
い
て
い
る
」
と
回
答
が
あ
っ
た
。

会
議
終
了
後
、
岡
﨑
委
員
長
、

小
野
寺
淳
副
委
員
長
（
府
中
市
議

会
議
長（
東
京
））
、
中
島
秀
樹
副

委
員
長
（
朝
倉
市
議
会
議
長
）
は
、

原
田
憲
治
・
自
由
民
主
党
総
務
部

会
長
ら
に
要
望
書
を
手
交
の
上
、

要
望
し
た
。
要
望
内
容
は
、
▽
一

般
財
源
の
充
実
確
保
、
臨
時
財
政

対
策
債
の
発
行
縮
小
▽
地
方
税
制

の
拡
充
強
化
、
税
源
の
偏
在
性
が

小
さ
く
税
収
が
安
定
的
な
税
体
系

構
築
―
な
ど
。

講
師
説
明
の
概
要
を
含
む
委
員

会
の
経
過
概
要
に
つ
い
て
は
8
月

末
に
全
市
へ
送
付
予
定
。

地
方
税
財
政
対
策
に
関
す
る

要
望
書
要
望
項
目
概
要

①
平
成
31
年
度
地
方
財
政
対
策

（「
重
点
要
望
事
項
」（
一
般
財
源

総
額
の
充
実
確
保
、
臨
財
債
の
発

行
縮
小
等
）―
な
ど
7
項
目
）

②
平
成
31
年
度
税
制
改
正
等（「
重

点
要
望
事
項
」（
地
方
税
制
の
拡
充

強
化
、
税
源
の
偏
在
性
が
小
さ
く

税
収
が
安
定
的
な
地
方
税
体
系
構

築
等
）―
な
ど
5
項
目
）

③
平
成
31
年
度
地
方
債
計
画（「
地

方
債
資
金
の
確
保
」―
な
ど
6
項

目
）

④
地
方
公
営
企
業（「
公
営
企
業
繰

出
金
等
の
所
要
額
確
保
」―
な
ど

3
項
目
）

⑤
国
庫
補
助
負
担
金（「
国
庫
補
助

負
担
金
の
廃
止
等
」―
な
ど
2
項

目
）

⑥
地
方
創
生
及
び
地
方
分
権
改
革

の
推
進
（
5
委
員
会
共
通
＝
2
0

5
2
号
12
面
参
照
）

⑦
防
災
・
減
災
対
策
の
充
実
強
化

（
5
委
員
会
共
通
＝
2
0
5
2
号

11
面
参
照
）
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額
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保

税
収
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定
の
体
系
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築
を
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1
4
6
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財
政
委
員
会
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産
業
経
済
委
員
会
（
委
員
長
�

早
川
彰
一
野
々
市
市
議
会
議
長
）

は
7
月
17
日
、
全
国
都
市
会
館
で

第
1
6
2
回
委
員
会
を
開
催
し
た
。

冒
頭
、
早
川
委
員
長
が
平
成
30

年
7
月
豪
雨
災
害
の
一
日
も
早
い

復
旧
に
つ
い
て
述
べ
た
後
、
「
農

林
水
産
業
振
興
対
策
で
は
、
経
営

安
定
対
策
や
担
い
手
確
保
、
農
業

用
施
設
等
の
老
朽
化
対
策
推
進
な

ど
、
中
小
企
業
振
興
対
策
で
は
、

中
小
企
業
の
業
績
な
ど
の
着
実
な

改
善
の
た
め
に
中
小
企
業
へ
の
支

援
策
の
拡
充
・
強
化
等
に
つ
い
て

引
き
続
き
要
望
し
て
い
く
必
要
が

あ
る
」
と
挨
拶
し
た
。

協
議
で
は
、
「
要
望
書
」
「
東

日
本
大
震
災
に
関
す
る
要
望
書
」

を
原
案
の
通
り
決
定
。「
要
望
書
」

は
、
産
業
経
済
関
連
施
策
に
つ
い

て
作
成
し
た
10
項
目
か
ら
成
る

（
要
望
項
目
概
要
を
下
掲
）
。
「
東

日
本
大
震
災
に
関
す
る
要
望
書
」

は
2
0
5
5
号
2
面
参
照
。

講
師
で
招
い
た
西
垣
淳
子
・
経

済
産
業
省
中
小
企
業
庁
経
営
支
援

部
小
規
模
企
業
振
興
課
長
が
「
中

小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
政
策
の

展
開
〜
事
業
承
継
と
人
手
不
足
を

中
心
に
〜
」
と
題
し
て
説
明
。
中

小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
が
抱
え

る
課
題
・
対
策
と
し
て
▽
経
営
者

の
高
齢
化
に
つ
い
て
、
今
後
10
年

間
で
平
均
引
退
年
齢
の
70
歳
を
超

え
る
経
営
者
数
約
2
4
5
万
人
の

う
ち
、
約
半
数
が
後
継
者
未
定
と

見
込
ま
れ
、
2
0
2
5
年
頃
ま
で

に
累
計
で
約
6
5
0
万
人
の
雇
用

と
約
22
兆
円
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
が
失
わ
れ

る
可
能
性
が
あ
る
。
こ
の
た
め
税

制
措
置
に
よ
る
円
滑
な
承
継
や
後

継
者
探
し
の
支
援
な
ど
を
行
っ
て

い
る
▽
人
材
不
足
に
つ
い
て
、
生

産
年
齢
人
口
が
減
少
す
る
中
、
人

手
不
足
は
恒
常
化
し
う
る
構
造
的

課
題
の
た
め
、
Ｉ
Ｔ
導
入
補
助
金

や
も
の
づ
く
り
・
商
業
・
サ
ー
ビ

ス
経
営
力
向
上
支
援
補
助
金
な
ど

に
よ
り
生
産
性
向
上
を
支
援
す
る

―
こ
と
な
ど
を
挙
げ
た
。

次
に
、
信
夫
隆
生
・
農
林
水
産

省
大
臣
官
房
政
策
課
長
が
「
農
林

水
産
行
政
の
最
近
の
動
向
に
つ
い

て
」
と
題
し
て
説
明
。
▽
担
い
手

へ
の
農
地
集
約
で
は
、
農
地
集
積

バ
ン
ク
（
農
地
中
間
管
理
機
構
）

に
よ
り
、
地
域
内
の
分
散
・
錯
綜

し
た
農
地
利
用
を
整
理
し
、
担
い

手
ご
と
に
集
約
化
す
る
▽
農
協
改

革
で
は
、
地
域
農
協
の
理
事
の
過

半
数
を
、
原
則
と
し
て
認
定
農
業

者
な
ど
の
プ
ロ
と
す
る
こ
と
を
求

め
る
▽
米
政
策
改
革
で
は
、
行
政

に
よ
る
生
産
数
量
目
標
の
配
分
廃

止
や
米
の
直
接
支
払
交
付
金
廃
止

―
な
ど
を
行
っ
た
上
で
「
今
後
、

水
産
政
策
改
革
や
ス
マ
ー
ト
農
業

の
社
会
実
装
を
行
う
。
安
倍
内
閣

の
農
林
水
産
政
策
の
改
革
の
全
体

像
で
は
、
31
年
に
農
林
水
産
物
・

食
品
の
輸
出
額
1
兆
円
を
目
標
に

し
て
い
る
」
と
話
し
た
。

こ
の
ほ
か
、
川
井
秀
之
・
日
本

ア
イ
・
ビ
ー
・
エ
ム
株
式
会
社
ス

マ
ー
ト
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
ソ
リ
ュ

ー
シ
ョ
ン
部
長
が
「
ス
マ
ー
ト
シ

テ
ィ
の
課
題
と
Ｉ
ｏ
Ｔ
／
Ａ
Ｉ
利

用
の
可
能
性
」
と
題
し
て
特
別
講

演
。
2
0
3
0
年
ま
で
に
は
世
界

の
人
口
の
70
％
が
都
市
に
集
中
す

る
と
い
う
統
計
か
ら
、
エ
ネ
ル
ギ

ー
不
足
、
交
通
渋
滞
、
安
心
・
安

全
な
街
づ
く
り
な
ど
急
速
に
進
む

都
市
化
と
諸
課
題
に
つ
い
て
、
リ

オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
市
、
北
九
州
市
、

京
都
市
の
事
例
を
挙
げ
、
ス
マ
ー

ト
シ
テ
ィ
構
築
の
提
言
を
し
た
。

講
師
説
明
の
概
要
を
含
む
委
員

会
の
経
過
概
要
に
つ
い
て
は
8
月

末
に
全
市
へ
送
付
予
定
。

会
議
終
了
後
、
早
川
委
員
長
、

髙
橋
弘
副
委
員
長
（
南
陽
市
議
会

議
長
）
、
長
尾
修
副
委
員
長
（
真

庭
市
議
会
議
長
）
は
、
谷
合
正
明

・
農
林
水
産
副
大
臣
ら
に
要
望
書

を
手
交
の
上
、
要
望
を
行
っ
た
。

要
望
書
要
望
項
目
概
要

①
地
方
創
生
及
び
地
方
分
権
改
革

の
推
進
（
5
委
員
会
共
通
＝
2
0

5
2
号
12
面
参
照
）

②
防
災
・
減
災
対
策
の
充
実
強
化

（
5
委
員
会
共
通
＝
2
0
5
2
号

11
面
参
照
）

③
地
域
経
済
対
策（「
地
域
経
済
の

活
性
化
の
た
め
の
経
済
対
策
の
推

進
」―
な
ど
2
項
目
）

④
農
業
振
興
対
策（「
農
業
農
村
整

備
事
業
予
算
の
安
定
的
確
保
」―

な
ど
6
項
目
）

⑤
林
業
振
興
対
策（「
林
業
発
展
の

た
め
の
施
策
」―
な
ど
3
項
目
）

⑥
水
産
業
振
興
対
策（「
漁
業
者
に

対
す
る
経
営
支
援
策
等
の
強
化
」

―
な
ど
4
項
目
）

⑦
農
林
水
産
業
共
通
対
策（「
農
林

水
産
業
の
持
続
的
な
経
営
維
持
・

発
展
対
策
」―
な
ど
5
項
目
）

⑧
食
の
安
全
及
び
消
費
者
の
信
頼

確
保
対
策（「
食
の
安
全
性
確
保
へ

の
取
組
」―
な
ど
3
項
目
）

⑨
中
小
企
業
振
興
対
策
等（「
中
小

企
業
へ
の
支
援
」―
な
ど
4
項
目
）

⑩
資
源
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策

（「
原
子
力
発
電
の
安
全
確
保
」―

な
ど
4
項
目
）

全
国
広
域
連
携
市
議
会
協
議
会

（
会
長
�
青
木
幹
雄
福
井
市
議
会

議
長
）
は
7
月
19
日
、
全
国
都
市

会
館
で
正
副
会
長
・
監
事
・
相
談

役
会
議
を
開
催
し
た
。

会
議
で
は
冒
頭
、
青
木
会
長
が

大
阪
北
部
地
震
、
平
成
30
年
7
月

豪
雨
災
害
の
一
日
も
早
い
復
旧
・

復
興
に
つ
い
て
述
べ
た
後
、
「
広

域
連
携
は
今
後
の
地
方
創
生
の
推

進
に
お
い
て
重
要
な
役
割
を
担
う

も
の
で
あ
り
、
引
き
続
き
、
広
域

連
携
施
策
に
対
す
る
支
援
措
置
を

【
3
面
へ
続
く
】

挨拶する早川委員長

谷合農林水産副大臣

農
林
水
産
業
の
経
営
安
定

中
小
企
業
支
援
策
拡
充
を
要望書決定

第
1
6
2
回
産
業
経
済
委
員
会

広域協

連
携
支
援
措
置
を
要
望

正
副
会
長
・
監
事
・
相
談
役
会
議挨拶する青木会長

講演する川井日本アイ・ビー・エム（株）
スマート・エネルギー・ソリューション部長

第2056号 平成30年8月5日 （2）全 国 市 議 会 旬 報
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求
め
る
」
な
ど
の
挨
拶
が
あ
っ
た
。

協
議
で
は
、
「
広
域
連
携
施
策

に
関
す
る
要
望
」
（
要
望
項
目
概

要
は
下
掲
）
を
原
案
の
通
り
了
承
。

要
望
書
は
本
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
し
て
い
る
。

会
議
終
了
後
、
正
副
会
長
・
監

事
・
相
談
役
は
関
係
国
会
議
員
な

ど
へ
要
望
活
動
を
行
っ
た
。

講
師
で
招
い
た
海
老
原
諭
・
総

務
省
自
治
行
政
局
市
町
村
課
長
が

「
広
域
連
携
を
取
り
巻
く
現
状
と

課
題
に
つ
い
て
」
と
題
し
て
説
明
。

①
新
た
な
「
圏
域
」
づ
く
り
②
集

落
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
圏
の
推
進
③

「
定
住
自
立
圏
構
想
」
の
推
進
④

連
携
中
枢
都
市
圏
の
取
り
組
み
の

推
進
⑤
自
治
体
戦
略
2
0
4
0
構

想
研
究
会
―
に
つ
い
て
話
し
が
あ

っ
た
。

①
で
は
、
地
方
創
生
の
深
化
の

た
め
の
地
域
の
生
活
経
済
実
態
に

即
し
た
「
圏
域
」
づ
く
り
②
で
は
、

複
数
集
落
で
「
集
落
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
圏
」
を
形
成
し
、
集
落
を
活
性

化
③
で
は
、
圏
域
全
体
で
生
活
機

能
等
を
確
保
す
る
「
定
住
自
立
圏

構
想
」
を
推
進
④
で
は
、
市
町
村

が
連
携
し
、
コ
ン
パ
ク
ト
化
と
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
化
に
よ
り
、
人
口
減

少
・
少
子
高
齢
社
会
で
も
、
活
力

あ
る
社
会
経
済
を
維
持
す
る
拠
点

を
形
成
⑤
で
は
、
2
0
4
0
年
頃

を
目
標
に
、
人
口
構
造
の
変
化
に

対
応
し
た
自
治
体
行
政
の
あ
り
方

を
検
討
―
な
ど
の
話
し
が
あ
っ
た
。

【
要
望
項
目
概
要
】

①
地
方
自
治
体
の
意
見
を
十
分
反

映
し
た
広
域
連
携
施
策
の
引
き
続

き
の
推
進

②
地
方
自
治
体
の
実
情
に
応
じ
た

適
切
な
財
政
支
援
措
置

③
連
携
中
枢
都
市
圏
と
定
住
自
立

圏
の
条
件
の
さ
ら
な
る
緩
和
や
財

政
支
援
措
置
の
拡
充

④
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
の

広
域
連
携
施
策
推
進
に
当
た
り
、

地
方
自
治
体
へ
の
積
極
的
な
情
報

提
供
、
意
見
の
十
分
な
反
映

【
2
面
か
ら
続
く
】

都
市
行
政
問
題
研
究
会
（
会
長

�
川
上
晋
平
福
岡
市
議
会
議
長
）

は
7
月
10
日
、
山
形
市
で
役
員
会

を
開
催
し
た
。

会
議
で
は
、
会
長
挨
拶
に
続
き
、

開
催
市
の
渡
邊
元
山
形
市
議
会
議

長
、
齋
藤
順
治
・
山
形
市
副
市
長

か
ら
そ
れ
ぞ
れ
挨
拶
が
あ
っ
た
。

協
議
で
は
、
29
年
度
会
計
決
算

を
了
承
。
30
・
31
年
度
調
査
研
究

テ
ー
マ
（
案
）
は
、
「
都
市
に
お

け
る
観
光
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
等
へ

の
対
応
〜
交
流
人
口
の
拡
大
が
地

方
創
生
を
推
進
し
、
都
市
の
活
力

向
上
に
貢
献
す
る
〜
」
と
し
、
8

月
2
日
開
催
の
第
1
0
8
回
総
会

に
提
案
す
る
こ
と
と
し
た
。

講
演
で
は
、
新
関
芳
則
・
山
形

市
観
光
協
会
理
事
が
、観
光
・
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
に
つ
い
て
話
し
を
し
た
。

全
国
高
速
自
動
車
道
市
議
会
協

議
会
（
会
長
�
石
倉
彰
魚
津
市
議

会
議
長
）
は
7
月
12
日
、
魚
津
市

で
正
副
会
長
・
監
事
・
相
談
役
会

議
を
開
催
し
た
。
5
月
16
日
の
魚

津
市
の
議
長
交
代
に
伴
い
、
関
口

雅
治
前
会
長
に
代
わ
り
、
石
倉
議

長
が
会
長
を
務
め
て
い
る
。

会
議
で
は
、
会
長
挨
拶
に
続
き
、

開
催
市
の
村
椿
晃
・
魚
津
市
長
か

ら
挨
拶
が
あ
っ
た
。

協
議
で
は
、
29
年
度
会
計
決
算

を
了
承
。
「
高
速
道
路
建
設
・
整

備
促
進
等
に
関
す
る
要
望
書
」
を

原
案
の
通
り
決
定
し
た
（
要
望
項

目
概
要
を
左
掲
）。要
望
書
は
本
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
る
。

改
正
公
職
選
挙
法
が
成
立

参
議
院
議
員
定
数
を
6
増
す
る

「
公
職
選
挙
法
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
」
が
7
月
18
日
衆
議
院
で

可
決
、
成
立
し
た
。
31
年
の
参
議

院
議
員
選
挙
か
ら
適
用
さ
れ
る
。

改
正
公
選
法
で
は
埼
玉
選
挙
区

定
数
が
6
か
ら
8
と
な
っ
た
ほ
か
、

比
例
代
表
の
定
数
を
4
増
。
本
会

地
方
行
政
員
会
（
2
0
5
5
号
3

面
）
、
地
方
自
治
確
立
対
策
協
議

会
（
2
0
4
9
号
1
面
）
が
要
望

し
て
い
る
合
区
の
解
消
は
な
ら
な

か
っ
た
が
、
拘
束
名
簿
式
の
特
定

枠
導
入
で
「
鳥
取
・
島
根
」
「
徳

島
・
高
知
」
が
救
済
可
能
と
な
る
。

激
甚
災
害
指
定
を
閣
議
決
定

政
府
は
7
月
24
日
の
閣
議
で
、

5
月
20
日
か
ら
7
月
10
日
ま
で
の

間
の
豪
雨
・
暴
風
雨
に
よ
る
災
害

に
つ
い
て
、
激
甚
災
害
の
指
定
と
、

適
用
す
べ
き
措
置
の
指
定
に
関
す

る
政
令
を
決
定
し
た
（
7
月
27
日

公
布
・
施
行
）
。

適
用
に
よ
り
、
地
方
自
治
体
が

行
う
公
共
土
木
施
設
や
農
地
な
ど

の
復
旧
事
業
に
対
す
る
国
庫
補
助

率
の
嵩
上
げ
な
ど
が
行
わ
れ
る
。

全
国
を
対
象
に
①
公
共
土
木
施

設
災
害
復
旧
事
業
等
に
関
す
る
特

別
の
財
政
援
助
②
農
地
等
の
災
害

復
旧
事
業
等
に
係
る
補
助
の
特
別

措
置
③
農
林
水
産
業
共
同
利
用
施

設
災
害
復
旧
事
業
費
の
補
助
の
特

例
―
な
ど
11
の
措
置
が
適
用
さ
れ

る
。ま

た
、
政
府
は
7
月
14
日
の
閣

議
で
、
西
日
本
豪
雨
を
「
特
定
非

常
災
害
」
に
指
定
し
て
い
る
。
運

転
免
許
の
よ
う
な
許
認
可
な
ど
の

存
続
期
間
（
有
効
期
間
）
延
長
等

が
講
じ
ら
れ
る
。

【
要
望
項
目
概
要
】

①
建
設
促
進
（
高
規
格
幹
線
道
路

網
早
期
完
成
へ
の
明
確
な
方
向
性

の
提
示
と
財
源
の
確
保
な
ど
）

②
高
速
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
更

な
る
機
能
向
上
と
最
適
利
用
の
推

進
（
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
機
能
の

最
大
限
の
発
揮
な
ど
）

③
防
災
・
安
全
対
策
等
の
推
進

（
老
朽
化
す
る
イ
ン
フ
ラ
の
適
時

適
切
な
維
持
管
理
・
更
新
の
た
め

の
十
分
な
財
源
確
保
な
ど
）

④
料
金
制
度
（
高
速
道
路
料
金
制

度
の
適
時
適
切
な
見
直
し
）

8月5日現在の市区数
指定都市 20市
中核市 54市
施行時特例市 31市
一般市 686市
特別区 23区
計 814

広域協役員会の模様

高速協

高
規
格
幹
線
道
路
網
早
期
完
成
へ

要
望
書
決
定

正
副
会
長
・
監
事
・
相
談
役
会
議石倉彰高速協会長

（魚津市）

都市研

役員会

研
究
テ
ー
マ
「
都
市
に
お
け
る
観
光
、

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
等
へ
の
対
応
」を
総
会
に

川上晋平都市研会長
（福岡市）
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政
府
は
7
月
10
日
の
閣
議
で
、

「
平
成
31
年
度
予
算
の
概
算
要
求

に
当
た
っ
て
の
基
本
的
な
方
針
に

つ
い
て
」
（
概
算
要
求
基
準
）
を

了
解
し
た
。「『
経
済
財
政
運
営
と

改
革
の
基
本
方
針
2
0
1
8
』で

示
さ
れ
た『
新
経
済
・
財
政
再
生

計
画
』の
枠
組
み
の
下
、引
き
続
き

手
を
緩
め
る
こ
と
な
く
本
格
的
な

歳
出
改
革
に
取
り
組
む
」
と
し
て

い
る
。
各
府
省
は
8
月
末
ま
で
に

要
求
す
る
。

概
算
要
求
基
準
に
よ
る
と
、
裁

量
的
経
費
は
引
き
続
き
10
％
カ
ッ

ト
を
要
請
。
義
務
的
経
費
も
可
能

な
限
り
減
ら
す
よ
う
求
め
、
い
ず

れ
の
経
費
も
削
減
額
の
3
倍
を

「
優
先
課
題
推
進
枠
」
で
要
望
可

能
と
し
た
。

年
金
、
医
療
な
ど
の
社
会
保
障

関
係
費
は
自
然
増
と
し
て
6
0
0

0
億
円
を
加
算
し
た
範
囲
内
で
要

求
。
地
方
交
付
税
交
付
金
は
新
経

済
・
財
政
再
生
計
画
と
の
整
合
性

に
留
意
し
つ
つ
要
求
す
る
と
し
た
。

31
年
10
月
に
予
定
さ
れ
る
消
費

税
率
10
％
へ
の
引
き
上
げ
に
備
え

た
景
気
対
策
の
扱
い
は
予
算
編
成

過
程
で
検
討
と
し
た
。

地方分権の進展とともに、地方議会の政策立案機能や監
視機能の強化が叫ばれ、これを補佐する議会図書室・調査
部門の果たすべき役割も一層重要となってきています。そ
うした時代の変化に対応し、議会図書室の機能の強化の一
助とするため、標記研修会を開催します。当該実務担当の
方々をはじめ、ご関心のある皆様の多数のご参加をお待ち
しております。

1 開催趣旨
平成30年度は、「議会図書室が今できること」をテー
マに、第1日目は、基調講演として山梨学院大学の江藤
俊昭教授から、「地方議会図書室の変革」のご講演をい
ただきます。
ご案内のとおり教授は地方議会改革について積極的に
発言されている学者です。全国の動向を俯瞰するととも
に、地方議会改革が進展するなか、議会図書室の機能強
化に併せ議会図書室を見直すため、新たな視点にも触れ
ていただく予定です。
事例報告として、平成30年3月の議会図書室機能強化
のため策定された「愛媛県議会図書室機能強化のための
アクションプラン」を愛媛県議会事務局議会図書室の天
野奈緒也氏がお話しします。次に、公益財団法人後藤・
安田記念東京都市研究所市政専門図書館の田村靖広氏か
ら事例報告として、「日野市政図書室を訪ねて：議会図
書室と公立図書館の連携の可能性を探る」と題し、公立
図書館の一翼を担っていっている日野市の市政図書館を
氏がリポートした報告があります。議会図書室と公立図
書館の連携を考えるためには見逃せない報告となります。
第2日目は、国立国会図書館支部最高裁判所図書館の
見学です。司法部門の最高峰に位置する最高裁判所内に
ある図書館を見学します。
参加されますと、さまざまな考え方や実施可能なノウ
ハウを職場に持ち帰ることができますので、次の週から
職場が劇的に変わることでしょう。

2 日 程 等
開催日：8月30日（木）・31日（金）
会 場：日本図書館協会会館 2階研修室

3 構 成
【第一日】8月30日（木）13：00～16：35
�基調講演（60分）
江藤俊昭氏（山梨学院大学教授）
「地方議会図書室の変革」

�事例報告（各30分・合計60分）
①愛媛県議会図書室機能強化のためのアクションプラ
ン
天野奈緒也氏（愛媛県議会図書室）

②日野市政図書室を訪ねて：議会図書室と公立図書館
の連携の可能性を探る
田村靖広氏（市政専門図書館）

�グループディスカッション（75分）

【第二日】8月31日（金）10：30～11：30
見学：最高裁判所図書館（60分）

4 定 員 35名

5 参 加 費 専門図書館協議会 非会員17，000円

6 申込期限 平成30年8月17日（金）必着

7 問い合わせ先 専門図書館協議会
�：03‐3537‐8335 E-mail：gikai@jsla．or．jp

総
務
省
は
7
月
10
日
、
31
年
度

概
算
要
求
基
準
の
閣
議
了
解
を
受

け
、
各
府
省
に
対
し
、
地
方
財
政

措
置
に
つ
い
て
留
意
ま
た
は
改
善

す
べ
き
事
項
を
申
し
入
れ
た
。
幼

児
教
育
の
無
償
化
で
は
、
地
方
の

意
見
を
十
分
踏
ま
え
る
と
と
も
に
、

地
方
負
担
分
も
含
め
て
所
要
財
源

を
確
保
す
る
よ
う
内
閣
府
、
文
部

科
学
省
、
厚
生
労
働
省
に
求
め
て

い
る
。

申
し
入
れ
は
31
件
（
前
年
度
25

件
）
で
、
各
府
省
共
通
事
項
が
12

件
（
同
10
件
）
、
個
別
事
項
19
件

（
15
件
）
。
共
通
事
項
は
、
①
東

日
本
大
震
災
の
復
興
の
推
進
②
熊

本
地
震
の
復
旧
・
復
興
の
推
進
③

地
方
分
権
改
革
の
推
進
を
踏
ま
え

た
地
方
歳
出
に
対
す
る
国
の
関
与

の
廃
止
・
縮
減
等
―
な
ど
。

個
別
事
項
は
新
規
が
7
件
で
、

幼
児
教
育
無
償
化
の
ほ
か
、
高
等

教
育
の
無
償
化
に
つ
い
て
も
、
地

方
公
共
団
体
を
通
じ
て
実
施
す
る

場
合
は
、
地
方
の
意
見
を
十
分
踏

ま
え
る
よ
う
文
科
省
に
要
請
。
待

機
児
童
解
消
に
向
け
た
取
り
組
み

で
は
地
方
負
担
分
を
含
め
た
所
要

財
源
確
保
を
内
閣
府
と
厚
労
省
に

求
め
た
。

大
阪
北
部
地
震
に
よ
る
ブ
ロ
ッ

ク
塀
倒
壊
事
故
を
受
け
、
登
下
校

時
の
児
童
生
徒
の
安
全
・
防
犯
対

策
で
所
要
の
財
源
確
保
、
必
要
な

財
政
措
置
を
求
め
る
新
規
の
申
し

入
れ
も
警
察
庁
、
文
科
省
な
ど
に

行
っ
た
。

▼
議
長

▽
下
松

中
村
隆
征（
4
・
20
）

▽
水
戸

田
口
米
蔵（
6
・
4
）

▽
熊
谷

松
本
富
男（
6
・
6
）

▽
市
川

竹
内
清
海（
6
・
6
）

▽
吹
田

川
本

均（
6
・
7
）

▼
副
議
長

▽
下
松

高
田
悦
子（
4
・
20
）

▽
藤
枝

大
石
保
幸（
5
・
15
）

▽
ふ
じ
み
野

渡
辺

大（
6
・
1
）

▽
熊
谷

林

幸
子（
6
・
6
）

▽
吹
田

柿
原
真
生（
6
・
7
）

▽
呉

中
田
光
政（
6
・
11
）

▼
事
務
局
長

▽
南
ア
ル
プ
ス澤

口
政
彦（
4
・
1
）

▽
京
田
辺

小
林

隆（
4
・
1
）

景景
気気
対対
策策
、、編編
成成
過過
程程
でで
検検
討討

概概
算算
要要
求求
基基
準準
をを
閣閣
議議
了了
解解

―
31
年
度
予
算

幼幼
児児
教教
育育
無無
償償
化化
へへ
財財
源源
確確
保保

概概
算算
要要
求求
でで
各各
府府
省省
申申
しし
入入
れれ

―
総
務
省

議議
会会
人人
事事

平平成成3300年年度度地地方方議議会会図図書書室室等等職職員員研研修修会会のの開開催催

～テーマ：議会図書室が今できること～
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